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『宝
物
集
』
栴
檀
像
震
旦
将
来
謂
考

は
じ
め
に

嵯
峨
清
涼
寺
の
本
尊
釈
迦
如
来
像
は
、
ヨ

一国
伝
来
」
の
栴
檀
像
と
し
て

知
ら
れ
る
仏
像
で
あ
る
（ｌ
Υ

中
世
初
期
成
立
の

『
宝
物
集
』
に
見
え
る
釈

迦
栴
檀
像
諄
は
、
こ
の
像
の
縁
起
を
天
竺
か
ら
説
き
始
め
、
西
域

。
震
旦
を

経
て
本
朝

へ
と
将
来
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
記
す
。
そ
し
て
、
清
涼
寺
の
本

尊
が
、
釈
迦
の
姿
を
模
写
し
た
栴
檀
像
そ
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
文
脈
が
導

き
出
さ
れ
て
い
る
。
『宝
物
集
』
の
眼
目
は
そ
の
点
に
こ
そ
あ

っ
た
。

こ
の
天
竺
か
ら
本
朝
ま
で
の
栴
檀
像
諄
は
、
別
々
の
典
拠
を
も

つ
各
部
か

ら
成
り
立

っ
て
い
る
Ｔ
Υ

本
稿

で
は
、
『
宝
物
集
』
の
栴
檀
像
調
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
西
域

。
震
旦
将

来
部
に
特
に
注
目
す
る
。
『
宝
物
集
』
の
記
事
の
整
理
の
あ
り
方
を
考
察
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
『
宝
物
集
』
が
典
拠
と
し
た
で
あ
ろ
う
栴
檀
像
諄
の
原

型
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

な
お
、
本
稿

は
、
以
前

に
清
凍
寺
釈
迦
像
調

に

つ
い
て
論
じ
た
拙
稿

中

真

弓

令
清
涼
寺
の
噂
―

『宝
物
集
』
釈
迦
栴
檀
像
諄
を
起
点
と
し
て
―
」
『説
話

文
学
研
究
』
三
八
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）
と
相
補
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

『宝
物
集
』
栴
檀
像
諄
の
震
旦
将
来
部
に
つ
い
て

『宝
物
集
』
は
、
物
語
の
中
心
と
な
る
舞
台
を
清
涼
寺
釈
迦
堂
に
設
定
し
、

冒
頭
部
で
語
り
手
の
男
を
向
か
わ
せ
る
。
そ
し
て
、
主
人
公
が
釈
迦
堂
に
到

着
す
る
と
、
本
尊
釈
迦
如
来
像
の
縁
起
を

「寺
僧
」
の
日
か
ら
語
ら
せ
る
。

縁
起
は
、
仏
典
に
見
え
る
天
竺
で
の
釈
迦
の
例
利
天
説
話
、
お
よ
び
優
填

王
の
栴
檀
像
造
立
説
話
か
ら
始
ま
り
、
続
い
て
栴
檀
像
が
天
竺
か
ら
震
旦
ヘ

と
移
動
す
る
話
に
展
開
す
る
。
以
下
、
こ
の
震
旦
将
来
部
の
記
述
を
検
討
し

た
い
。「

…
天
竺
に
て
お
ほ
く
の
人
を
利
益
し
給
ふ
程
に
、
弗
舎
密
多
と
云
悪

王
生
て
、
国
中
の
仏
菩
薩
を
ほ
ろ
ぼ
し
け
る
時
、　
一
人
の
大
臣
出
家
遁

世
し
て
、
か
ば
か
り
め
で
た
く
お
は
し
ま
す
仏
を
失
ひ
奉
ら
む
事
を
悲

し
み
て
、
東
天
竺
の
東
に
亀
慈
国
と
云
国
へ
ぞ
渡
し
奉
り
け
る
。
そ
の



程
昼
仏
を
お
ひ
奉
り
、
夜
は
仏
に
お
は
れ
奉
る
に
ぞ
侍
め
り
。
鳩
摩
羅

淡
と
い
ふ
は
、
此
大
臣
の
事
也
」
。

①
弗
舎
密
多
王
と
鳩
摩
羅
淡
と
同
時
の
人
に
あ
ら
ず
。
し
か
り
と
い

へ
共
伝
記
に
注
之
（３
Υ

右
の
部
分
で
は
、
天
竺
で

「
弗
舎
密
多
」
と
い
う
悪
王
が
仏
法
を
滅
ぼ
そ

う
と
し
た
時
、　
一
人
の
大
臣
す
な
わ
ち
鳩
摩
羅
談
が
出
家
し
て
、
栴
檀
像
を

守
る
た
め
に
亀
弦
国

へ
と
運
ん
だ
と
い
う
話
が
語
ら
れ
る
。
但
し
、
傍
線
部

①
の
注
記
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
弗
舎
密
多
」
は
時
代
的
に
合
わ

な
い
。

次
に
、
西
域
か
ら
震
旦

へ
と
渡
さ
れ
る
過
程
が
述
べ
ら
れ
る
。

「
亀
慈
国
の
蒙
遜
王
あ
な
が
ち
に
悦
て
、
供
養
恭
敬
じ
給
ひ
け
る
程
に
、

唐
の
自
純
王
此
事
を
聞
て
、
兵
を
遣
し
て
奪
と
り
て
、
あ
が
め
行
ひ
給

ひ
け
る
を
、
…

こ
こ
で
は
、
亀
弦
国
の

「蒙
遜
王
」
の
も
と
に
あ

っ
た
栴
檀
像
を
、
唐
の

「白
純
王
」
が
兵
を
遣
わ
し
て
奪
い
取

っ
た
と
あ
る
。
こ
の
後
の
省
略
部
分

で
は
、
渡
来
し
た
東
大
寺
僧
倉
然
に
よ

っ
て
栴
檀
像
が
震
旦
か
ら
本
朝

へ
と

渡
さ
れ
た
事
情
が
語
ら
れ
る
。

以
上
の
栴
檀
像
諄
を
受
け
て
、
『宝
物
集
』
の
語
り
手
の
男
は
、
「
さ
て
は

二
伝
の
仏
に
こ
そ
お
は
し
ま
す
な
れ
」
と
感
想
を
述
べ
る
。
天
竺
か
ら
西
域

亀
弦
国
、
震
旦
、
日
本

へ
と
舞
台
を
移
し
な
が
ら
東
漸
し
て
い
く
経
緯
を
語

る
こ
と
に
よ
り
、
清
涼
寺
の
釈
迦
像
が
、
天
竺
に
お
い
て
在
世
中
の
釈
迦
の

姿
を
写
し
て
造
ら
れ
た
栴
檀
像
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

次
に
続
く
記
事
は
、
そ
の
栴
檀
調
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
（ι
。
最
初
の

一
文
は
、
コ
一伝
の
仏
」
に
つ
い
て
補
足
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

倉
然
が
帰
朝
し
て
宇
治
殿

〈頼
通
〉
に
参
ら
せ
た
る
解
文
に
は
、
「
優

頌
王
、
赤
栴
檀
を
以
て
移
し
奉
る
釈
迦
の
像
を
、
た
が

へ
ず
移
し
奉
る

釈
迦

一
体
」
と
こ
そ
侍
め
れ
。

右
に
掲
げ
た
引
用
文
は
第
二
種
七
巻
本
系
吉
川
本
の
本
文
で
あ
る
が
、
文

中
に
二
箇
所
あ
る

「
移
し
」
と
い
う
語
は
、
「移
動
」
あ
る
い
は

「模
写
」

の
ど
ち
ら
を
示
し
て
い
る
か
誤
解
を
生
じ
や
す
い
。
こ
の
本
文
が
象
徴
的
に

示
す
よ
う
に
、
『
宝
物
集
』
の
伝
本
間
で
は
こ
の
部
分
に
大
き
な
異
同
が
あ

り
、
コ
一伝
の
仏
」
と
い
う
語
が
導
き
出
さ
れ
る
直
前
の
文
脈
に
対
し
て
立

場
を
異
に
す
る
。
吉
川
本
の
場
合
、
「
解
文
」
の
内
容
は

「奇
然
が
将
来
し

た
像
は
、
栴
檀
像
を
模
刻
し
た
像
で
あ
る
」
と
な

っ
て
お
り
、
直
前
の
文
と

相
反
す
る
記
事
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
直
後
に
栴
檀
像
諄

へ
の
校
勘
記

事
が
列
挙
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

「
解
文
」
の
部
分
も
ま
た
そ
の

一
部
と

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
右
の
記
事
は
直
前
の
文
章
と
異
な
る
内
容

で
あ
る
の
が
正
し
く
、
本
来

の

『
宝
物
集
』
は
吉
川
本

の
よ
う
な
本
文
を

持

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
校
勘
記
事
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

２つ
。

②
又
、
白
純
王
の
名
も
不
審
な
き
に
あ
ら
ず
。
符
堅
と
云
王
、
呂
光
と

云
将
軍
を
遣
し
て
取
た
り
、
と
み
ゆ
る
も
の
も
侍
る
め
り
。
③
又
、
張

驀
等
の
八
十
人
の
兵
を
遣
し
た
り
と
み
ゆ
る
文
も
侍
る
め
る
。
④
又
、

鳩
摩
羅
後
は
如
来
滅
後
九
百
年
の
人
也
。
弗
舎
王
は
上
代
の
帝
也
。

伝
記
に
、
大
江
正
衡
が
、
河
原
の
院
に
て
、



昔
例
利
天
安
居
九
十
日
　
刻
二
赤
栴
檀

・而
模
二
尊
容

一

今
抜
提
河
滅
度
二
千
年
　
治
二
紫
磨
金

・而
礼
二
両
足
・

と
書
も
、
此
御
仏
の
こ
と
ぞ
か
し
、
と
思
ひ
出
ら
れ
て
哀
な
り
。
内
記

上
人
の
ほ
め
け
る
も
、
理
に
ぞ
侍
る
。

栴
檀
像
諄
に
見
ら
れ
る
人
名
に
は
史
実
と
異
な
る
も
の
が
あ
る
が
〈５
×

傍
線
を
施
し
た
②
③
④
は
、
そ
の
栴
檀
像
諄
本
文
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
。

本
文
で
は
鳩
摩
羅
淡
を
迎
え
た
亀
弦
国
王
を

「蒙
遜
王
」
と
す
る
が
、
史
実

は

「白
純
王
」
が
正
し
い
。
「蒙
遜
王
」
は
匈
奴
系
北
涼
の
温
渠
蒙
遜
。
彼

は
仏
教
に
関
心
を
寄
せ
、
曇
無
識
を
国
に
迎
え
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
人
物

で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
亀
弦
国
か
ら
震
旦

へ
と
栴
檀
像
が
運
ば
れ
た
の
は
、

前
秦

の
荷
堅
が
呂
光
を
将
軍
と
し
て
亀
姦
国
を
伐
た
せ
た
こ
と
が
契
機
と

な

っ
て
い
る
。
傍
線
②
は
そ
う
し
た
内
容
を
記
す
文
の
存
在
を
示
し
て
お
り
、

傍
線
③
は
、
さ
ら
に
別
の
異
説
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
傍
線
④
は
、

先
の
傍
線
①
と
同
じ
く
、
「弗
舎
密
多
」
と
鳩
摩
羅
淡
が
時
代
を
異
に
す
る

点
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
校
勘
記
事
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
注
釈
が
、
栴
檀
像
の
震
旦

将
来
部
分
に
集
中
す
る
と
い
う
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
う
し
た
注
釈
が
存
在

す
る
こ
と
自
体
、
震
旦
将
来
諄
に
は
様
々
な
説
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
『
宝
物
集
』
は
、
そ
れ
ら
の
諸
説
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
次
節
以
降
で
は
、
諸
文
献
に
見
ら
れ
る
栴
檀
像
諄
の
文
脈
の
う
ち
、

特
に
震
旦
将
来
の
部
分
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ら
と
比
較
し
た

『
宝
物
集
』
の
栴
檀
像
諄
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
出
せ
る
の
か
、
考
察
を

加
え
る
こ
と
と
す
る
。

一
一　
震
旦
将
来
を
め
ぐ
る
二
つ
の
説

『
宝
物
集
』
釈
迦
栴
檀
像
諄
の
源
泉
、
そ
し
て
日
本
に
お
け
る
栴
檀
像
諄

に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
、
最
初
に
参
照
す
べ
き
資
料
が

『
優
頒
王
所
造
栴

檀
釈
迦
瑞
像
歴
記
↑
ご

（以
下
、
『
瑞
像
歴
記
り

で
あ
る
。
こ
の
書
は
、

蒼
然
の
入
宋
に
同
行
し
た
弟
子
の
盛
算
に
よ

っ
て
書
写
さ
れ
、
本
朝
に
も
た

ら
さ
れ
た
。
『
瑞
像
歴
記
』
に
は
、
天
竺

に
お
け
る
栴
檀
像

の
造
立
を
め

ぐ

っ
て
数
多
く
の
説
が
仏
典
か
ら
引
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
像
が
幾
度
も
の

戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
震
旦
に
移
入
さ
れ
た
経
緯
、
そ
の
後
も
各
地
を

転
々
と
し
た
流
伝
の
さ
ま
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
も
と
も
と
の

『
瑞

像
歴
記
』
の
奥
書
以
降
に
、
倉
然
が
入
宋
し
て
瑞
像
を
模
刻
し
、
本
朝
に
将

来
す
る
ま
で
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
後
世
、
清
凍
寺
釈
迦
像
諄
が
展

開
し
て
い
く
上
で
、
『
瑞
像
歴
記
』
が
及
ぼ
し
た
影
響
は
非
常
に
大
き
い
も

の
で
あ

っ
た
。

『
瑞
像
歴
記
』
は
、
ま
ず
天
竺
に
お
け
る
造
像
に
関
し
て
、
各
経
典
か
ら

諸
説
を
引
用
す
る
。
そ
し
て
、
次
に
栴
檀
像
の
震
旦
将
来
諄
が
続
く
の
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
に
二

つ
の
説
が
並
記
さ
れ
て
い
る
。

ａ
後
有
梵
志
鳩
摩
羅
淡
、
漢
言
童
寿
、
持
此
瑞
像
東
之
振
旦
、
行
至
亀

弦
国
、
々
主
自
純
留
住
此
像
、
於
内
供
養
、
西
蕃
廿
余
国
化
之
、
元
不

帰
敬
、
時
白
純
王
見
羅
淡
聡
明
秀
異
、
乃
以
長
公
主
強
而
妻
之
、
遂
有

羅
什
、
々
々
未
生
而
淡
卒
、
…
什
道
震
西
域
、
声
被
東
国
、
愛
後
秦
主

符
堅
、
…
即
遣
暁
騎
大
将
軍
呂
光
、
将
兵
十
万
往
伐
亀
弦
、
以
取
瑞
像

及
羅
什
克
之
、
…
晋
安
帝
義
熙
十

一
年

（
４‐５
）
乙
卯
歳
、
有
大
丞
相
宗



公
劉
裕
、
挙
兵
北
伐
、
破
西
長
安
、
檎
秦
主
挑
乱
、
得
此
瑞
像
、
…
所

貴
者
得
此
聖
像
、
真
国
之
宝
也
、
乃
置
於

龍̈
田

‐寺‐
パ

…
愛
晋
安
帝
義

熙
七
年

（４‐‐
）
辛
亥
歳
、
羅
什
卒
、
…

ｂ
…
愛
梁
祖
武
帝
時
、
天
監
元
年

（５０２
）
正
月
八
日
、
夢
栴
檀
像
入
国
、

因
発
詔
募
人
、
欲
往
迎
其
像
、
即
聞
昔
優
填
王
所
造
像
在
祗
涯
寺
、
遣

決
勝
将
重
蔀
暑
∵
卦
せ
釜
墓
下
ノ
，
、
す
人
、
応
往
達
具
状
、
祈
請
舎
衛
王
、

此
中
天
正
像
不
可
縁
辺
、
乃
令
工
匠
更
刻
紫
檀
、
人
図

一
相
、
卯
時
運

手
、
至
午
便
就
、
相
好
具
足
、
而
像
頂
放
光
、
降
微
細
雨
、
井
有
異
香
、

驀
等
負
此
像
、
行
数
万
里
、
備
歴
懇
難
、
…
後
梁
大
定
八
年

（５６２
）ヽ

於
城
北
造
田
翻
日
興

以
像
置
之
、
至
唐
咸
亨
五
年

（６７４
）ヽ

朝
散
郎
秋

仁
罐
使
還
、
至
荊
府
囲
胴
日
興

親
礼
此
像
者
、
渕
∃
釧
劃
ヨ
珊
硼
「

ヽ

引
用

ａ
の
部
分
で
は
、
栴
檀
像
が
、
鳩
摩
羅
淡
に
よ

っ
て
亀
弦
国

へ
運
ば

れ
た
こ
と
、
前
秦
荷
堅
の
将
軍
呂
光
に
よ
り
鳩
摩
羅
談
の
子
で
あ
る
鳩
摩
羅

什
と
と
も
に
奪
取
さ
れ
た
こ
と
、
や
が
て

「龍
光
寺
」

へ
安
置
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
経
緯
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
引
用
ｂ
の
部
分
で
は
、
梁
祖
武
帝
が
優
頒
王
所
造
釈
迦
像
を
求
め

て
決
勝
将
軍
那
驀
お
よ
び
謝
文
華
ら
八
十
人
を
遣
わ
し
た
話
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
。
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
↑
×

先
に
見
た

『
宝
物

集
』
の
校
勘
記
事
の
傍
線
③
に

「
又
、
張
驀
等
の
八
十
人
の
兵
を
遣
し
た
り

と
み
ゆ
る
文
も
侍
る
め
る
」
と
あ

っ
た
の
は
、
こ
の
説
の

「都
驀
」
の
名
を
、

前
漢
の
武
帝
が
大
月
氏
国

へ
派
遣
し
た

「
張
鵞
」
と
誤

っ
た
も
の
で
あ
る
。

郡
驀
た
ち
は
、
釈
迦
像
そ
の
も
の
を
持
ち
去
る
こ
と
を
舎
衛
国
王
に
許
可
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
、
栴
檀
像
を

〈模
刻
〉
し
て
持
ち
帰
り
、
そ
の
像
は
や
が

て

「大
明
寺
」
へ
安
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

但
し
、
こ
の
話
は
末
尾
に

「漢
土
雖
レ
有
■
一瑞
像
ヽ
驀
負
来
是
非
二
優
填

所
造
真
像
一乎

（漢
土
に
二
瑞
像
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
驀
の
負
ひ
て
来
た
る

は
是
れ
優
瞑
所
造
の
真
像
に
あ
ら
ざ
る
か
と

と
あ
り
、
ｂ
の
像
が
栴
檀
像

だ
と
い
う
こ
と
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
『瑞
像
歴
記
』
に
お
い
て
、
こ
の
説

が
あ
く
ま
で
も
異
説
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
点
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
『瑞
像
歴
記
』
は
再
び

ａ
の
説
に
戻
り
、
龍
光
寺
の
像
が

「開

元
寺
」
へ
移
さ
れ
た
過
程
を
述
べ
る
。

隋
開
皇
九
年

（５８９
）
己
酉
歳
、
隋
文
帝
遣
晋
王
広
、
伐
陳
滅
之
、
便
督

干
広
陵
、
時
有
望
気
者
、
奏
江
南
猶
有
異
気
、
悉
相
訊
間
、
時
有
沙
門

智
脱
言
、
此
必
是
「‐龍‐
光
寺

・・．‐瑞
像
也
、
於
是
為
首
、
請
迎
長
楽
道
場
、

場
帝
改
寺
為
道
場
、
即
全
国
Ⅲ
国
甲
一
、
…

…
愛
大
師

（
＝
蒼
然
）
有
移
造
此
像
之
心
、
欲
奉
造
之
間
、
其
像
以
安

置
内
裏
西
、
華
門
外
新
造
啓
聖
禅
院
、
々
是
今
上
官
家
捨

一
百
万
貫
銭

所
造
也
、
於
是
招
雇
離
仏
博
士
張
栄
、
参
彼
院
、
奉
礼
見
移
造
、
彼
朝

雄
熙
三
年

（９８７
）
載
台
州
客
鄭
仁
徳
船
、
奉
迎
請
像
耳
、
本
朝
永
延
元

年
一√

こ
の
よ
う
に

「開
元
寺
」
の
説
を
正
統
と
す
る
立
場
は
、
『瑞
像
歴
記
』

の
作
者
十
明
が
開
元
寺
の
僧
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
だ
ろ
う
。
倉
然
が
将

来
し
た
像
は
、
こ
の
開
元
寺
ゆ
か
り
の
栴
檀
像
を
模
刻
し
た
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
鳩
摩
羅
淡
が
登
場
す
る
伝
承
が
、
清
凍
寺
釈
迦
像
の
由
来
と
し
て
採

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
『瑞
像
歴
記
』
に
合
括
さ
れ



た

「栴
檀
釈
迦
文
像
略
讃
」
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に

『
瑞
像
歴
記
』
の
内

容
を
概
略
化
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
震
旦
将
来
に
関
し
て

は
先
に
見
た

ａ
の
説
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

夫
栴
檀
像
者
即
釈
迦
牟
尼
仏
真
容
也
、
昔
優
瞑
王
時
、
仏
在
例
利
宮
為

母
摩
耶
説
法
、
…
仏
即
与
像
摩
頂
授
記
、
汝
後
令
流
干
東
土
、
即
今
震

旦
国
也
、
後
至
七
月
十
六
日
、
自
例
利
天
降
干
中
天
、
優
瞑
王
与
像
同

迎
而
獲
其
謄
礼
焉
、
後
鳩
摩
羅
談
法
師
背
負
其
像
来
自
中
天
、
昼
則
僧

負
像
、
夜
乃
像
負
僧
、
…
而
有
遺
膵
子
、
即
鳩
摩
羅
什
也
、
後
秦
主
符

堅
拝
呂
光
為
将
軍
、
討
獲
西
戎
、
破
亀
弦
国
、
奪
像
井
師
羅
什
同
帰
東

土
、
後
至
隋
場
帝
駕
幸
楊
州
、
遷
至
王
国
闇
□
Ш
、
建
閣
供
養
、
…

鳩
摩
羅
淡
が
栴
檀
像
を
亀
弦
国

へ
と
運
ぶ
際
に

「
昼
則
僧
負
レ
像
、
夜
乃

像
負
レ
僧

（昼
は
す
な
は
ち
僧
、
像
に
負
は
れ
、
夜
は
す
な
は
ち
像
、
僧
に

負
は
る
と

と
あ
る
。
こ
の
表
現
は

『
瑞
像
歴
記
』
本
文
に
は
見
ら
れ
な
い

が
、
後
世
に
仏
像
運
搬
の
表
現
の
類
型
と
な

っ
た
も
の
で
、
『
宝
物
集
』
に

も
そ
れ
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
『
宝
物
集
』
の
栴
檀
像
諄
震
旦
将
来
部
は
、

人
名
に
誤
伝
を
含
み
な
が
ら
も
、
鳩
摩
羅
談
が
運
ん
だ
と
す
る
説
を
採
用
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

一二

「転
法
輪
紗
』
所
収
、
澄
憲
作
の
表
白
に
見
え
る
栴
檀
像
諄

次
に
、
『
宝
物
集
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
言
説
と
考
え
ら
れ
る
資
料

で
、
清

涼
寺
釈
迦
如
来
像
に
対
す
る
言
及
が
見
ら
れ
る
、
『
転
法
輪
妙
』
に
所
収
さ

れ
た
澄
憲
作
の
表
白
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
表
自
の
内
容
を
考
察
し
、

先
に
見
た

『
宝
物
集
』
の
記
述
と
比
較
し
て
み
た
い
。

建
久
二
年

（
一
一
九

一
）
八
月
、
清
涼
寺
で
法
華
八
講
が
催
さ
れ
た
。
八

講
の
初
座
に
お
け
る
表
自
の
冒
頭
に
は
、
後
白
河
院

（
一
一
二
七
―
九
二
）

が
清
涼
寺

へ
臨
幸
し
、
釈
迦
像
を
階
仰
し
た
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「帝
王
」

の
清
涼
寺

へ
の
参
籠
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
同
八
講
の
結

願
表
自
で
は
、
釈
迦
像
の
由
来
が

『
瑞
像
歴
記
』
を
典
拠
と
し
て
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

…
此
尊
像
、
国
王
御
帰
依
機
感
尤
相
応
。
初
優
頒
大
王
恋
如
来
、
模
赤

栴
檀
像
。
波
斯
匿
大
王
同
恋
暮
、
螢
紫
磨
金
像
。
是
即
五
天
竺
之
中
如

来
像
始
也
。
…
在
世
猶
有
此
希
有
事
。
故
反
滅
後
、
霊
遍
西
天
、
名
聞

東
漢
。

げ
遂
使
梁
武
帝
、
天
鑑
元
年
正
月
八
日
、
夢
檀
像
入
吾
国
。
彼
漢
明
帝
、

夢
金
人
道
教
初
伝
。
梁
武
帝
、
夢
檀
像
尊
容
遂
至
。
帝
蓬
伝
聞
檀
像
霊

異
、
遣
使
迎
請
西
天
舎
衛
国
王
、
感
其
深
志
、
模
像
送
東
漢
、
此
像
、

又
放
光
、
来
唐
室
、
奉
請
像
、
使
邦
驀
等
、
異
背
帰
来
。
…
遂
、
至
天

竺
十
五
年
四
月
五
日
、
使
達
干
揚
都
、
武
皇
帝
率
百
僚
跳
行
向
四
十
里

路
、
迎
還
大
極
殿
、
設
斎
度
人
、
以
湘
東
王
即
位
、
従
揚
都
迎
至
荊
都
、

安
承
光
殿
供
養
之
、
造
口
翻
囲
□
安
置
之
。

が

一‐
訓
、
晋
安
帝
義
熙
十

一
年
、
宋
公
得
此
聖
像
、
称
真
之
国
宝
、
置

一龍
光
寺
「
次
、
随
文
帝
、
望
異
気
、
迎
此
像
、
迎
長
楽
道
場
、
即
今

回
囲
四
団
也
。、
…
天
竺

・
辰
旦
帝
皇
帰
依
如
此
。

愛
、
本
願
東
大
寺
沙
門
法
橋
蒼
然
、
天
元
六
年
八
月

一
日
、
就
商
客

船
、
解
績
、
渡
唐
土
、
幸
得
順
風
、
同
月
十
八
日
、
着
台
州
之
浦
、
就

揚
州
固
Ⅲ
国
甲

尋
栴
檀
瑞
像
、
忽
不
得
礼
、
遂
入
期
帝
皇
、
就
滋
福



殿
、
一雇
工
模
像
了
。
悦
願
満
欲
帰
朝
。
…

３
転
法
輪
妙
』
「
嵯
峨
清
涼
寺
法
華
八
講
結
願
表
白
し

（８
）

右
の

『転
法
輪
妙
』
所
収
結
願
表
白

（以
下
、
『転
法
輪
砂
り

で
は
、
天

竺
に
お
け
る
優
填
王
の
造
像
諄
と
、
例
利
天
か
ら
帰
還
し
た
釈
迦
を
栴
檀
像

が
出
迎
え
た
話
を
載
せ
、
続
け
て
栴
檀
像
が
震
旦
に
将
来
さ
れ
た
話

へ
と
展

開
す
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
『
転
法
輪
妙
』
が
、
引
用
部
分
げ
に

見
え
る
よ
う
に
、
梁
祖
武
帝
が
那
驀
を
舎
衛
国

へ
派
遣
し
た
話
を
載
せ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
郡
驀
が
将
来
し
た
像
が
後
に

「
大
明
寺
」
に
安
置

さ
れ
た
事
情
も
語
ら
れ
て
い
る
が
、
前
節
で
指
摘
し
た
通
り
、
こ
の
話
は

『
瑞
像
歴
記
』
で
は
異
説
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
、
『
転
法
輪
妙
』
は
、
ヨ

説
」
と
し
て

「
龍
光
寺
」
に
安
置
さ
れ

る
こ
と
に
な

っ
た
像
の
こ
と
を
記
す
。
以
下
に
は
、
こ
の
像
が

「
開
元
寺
」

へ
と
安
置
さ
れ
る
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
に
お
け
る
天

竺
か
ら
震
旦
ま
で
の
将
来
の
経
緯
に
つ
い
て
は
全
く
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

典
拠
と
な

っ
た

『
瑞
像
歴
記
』
を
確
認
す
る
と
、
「
開
元
寺
」
の
栴
檀
像
は
、

鳩
摩
羅
淡

・
羅
什
父
子
に
関
係
す
る
像
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か

し
、
作
者
の
澄
憲
は
そ
の
点
に
全
く
触
れ
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
栴
檀
像
の

震
旦
将
来
諄
と
し
て
は
、
梁
祖
武
帝
の
話
が
採
用
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に

見
え
る
。

つ
ま
り
、
澄
憲
は
、
『
瑞
像
歴
記
』
を
参
照
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
二
説
の
位
置
づ
け
を
あ
た
か
も
逆
転
さ
せ
て
い
る
か
の
よ
う
な
記

述
を
し
、
『瑞
像
歴
記
』
で
は
否
定
さ
れ
て
い
た
話
を
敢
え
て
正
統
の
も
の

と
し
て
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
『転
法
輪
妙
』
で
は
、
唐
の
武
宗
の
時
代
に
仏
法
が
弾
圧
さ
れ
た

際
、
「
開
元
寺
」
が
現
状
を
維
持

で
き
た
の
は
瑞
像
の
霊
威
に
よ
る
も
の
で

あ
る
と
称
讃
す
る
記
述
が
続
く
。
そ
し
て
、
渡
航
し
た
東
大
寺
僧
倉
然
が

「
開
元
寺
」
の
栴
檀
像
に
つ
い
て
尋
ね
、
遂
に
許
可
さ
れ
て
栴
檀
像
を
模
刻

し
、
本
朝
に
将
来
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
清
涼

寺
の
釈
迦
像
が

「
開
元
寺
」
由
来

の
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
澄
憲

に

あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
転
法
輪
妙
』
は
、
清
凍
寺
釈
迦
像
に
対
し
て
、
国
王
の
帰

依
に
相
応
す
る
も
の

（「
此
尊
像
、
国
王
御
帰
依
機
感
尤
相
応
し

と
し
て
そ

の
由
来
を
語
る
。
造
仏
や
仏
法
伝
来
と
関
わ
り
の
あ
る
優
填
王
や
波
斯
匿
王
、

梁
武
帝
や
漢
明
帝
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
も
、
こ
こ
で
は

「
国
王
」
の

故
事
と
い
う
意
識
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
震
旦

へ
の
栴
檀
像
将

来
と
そ
の
後
の
流
伝
に
つ
い
て
は
、
主
に

「
国
王
」
の
帰
依
を
軸
に
叙
述
す

る
。
震
旦
将
来
に
つ
い
て
の
結
語
に
も

「
天
竺

・
辰
旦
帝
皇
帰
依
如
此
」
と

あ
る
よ
う
に
、
こ
の
栴
檀
像
諄
の
記
述
は
、
天
竺

・
震
旦
の

「
国
王
」
に
よ

る
栴
檀
像

へ
の
帰
依
に
つ
い
て
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
表
白

が
法
華
八
講
に
臨
席
す
る
後
白
河
院
を
意
識
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
れ

ば
、
典
拠
で
あ
る

『
瑞
像
歴
記
』
で
否
定
さ
れ
た
説
を
先
に
載
せ
る
と
い
う

記
述
は
、　
一
見
不
可
解
で
あ
る
が
、
栴
檀
像
に

「
国
王
」
が
帰
依
し
た
例
に

つ
い
て
語
る
た
め
、
澄
憲
が
選
択
し
た

一
つ
の
方
法
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

同
じ
く
澄
憲
作
で
あ
る
建
久
二
年

（
一
一
九

一
）
閏
十
二
月
の

「
嵯
峨
釈

迦
模
像
供
養
表
白
」
翁
転
法
輪
妙
し

に
も
簡
略
に
ま
と
め
ら
れ
た
栴
檀
像

諄
が
あ
る
。



昔
尺
迦
大
師
、
於
例
利
天
九
旬
説
法
之
時
、
閻
浮
提
内
仏
久
不
見
御
、

空
中
如
無
月
、
人
家
如
無
主
、
十
六
大
王
面
々
奉
恋
暮
、
万
億
人
民

各
々
愁
憂
、
爾
時
、
優
頒
国
王
刻
赤
栴
檀
模
尊
容
、
波
斯
匿
王
螢
紫
磨

金
彰
聖
像
、
彼
栴
檀
像
迎
来
漢
土
、
愛
我
朝
永
延
年
中
、
東
大
寺
有
沙

門
其
字
号
喬
然
、
忽
発
願
念
宜
給
印
濯
凌
万
里
波
入
大
唐
、
雲
攀
天
台

清
涼
両
山
面
踏
聖
跡
、
迎
尺
迦
文
殊
二
像
、
早
帰
我
朝
、
…

こ
の
表
自
で
は
、
栴
檀
像
の
震
旦
将
来
の
記
事
は
傍
線
部
の
み
で
、
将
来
の

経
緯
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
『
宝
物
集
』
清
涼
寺
釈
迦
栴
檀
像
諄
の
震
旦
将
来
部
は
、
鳩
摩
羅

談
が
運
ん
だ
像
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
瑞
像
歴
記
』
に
併
記
さ
れ
る
説
の
う

ち
、
「
開
元
寺
」
の
説
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
後
世
の
栴
檀

像
諄
は
こ
の
系
譜
上
に
あ
る
が
、
『
転
法
輪
妙
』
の
記
述
か
ら
知
ら
れ
る
よ

う
に
、
震
旦
将
来
護
と
し
て
の
説
は
無
条
件
に
確
定
し
た
も
の
で
は
な
か

っ

た
。
そ
の
こ
と
は

『
宝
物
集
』
の
校
勘
記
事
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
宝
物
集
』
に
は
本
来
あ
る
べ
き
人
物
の
名
前
が
欠
落
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
鳩
摩
羅
淡
の
子
、
鳩
摩
羅
什

で
あ
る
。
『
瑞
像
歴
記
』

の
梅
檀
像
諄
で
は
、
鳩
摩
羅
淡
が
天
竺
か
ら
亀
弦
国
ま
で
梅
檀
像
を
運
び
、

亀
姦
国
か
ら
震
旦

へ
は
羅
什
と
と
も
に
将
来
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
荷
堅
が
呂
光
を
遣
わ
し
て
亀
藪
国
を
破
り
、
高
僧
と
名
高
い
鳩
摩
羅

什
を
奪
取
し
た
の
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
栴
檀
像
が
震
旦

へ
と
将
来
さ
れ
る

に
は
、
羅
什
の
存
在
が
不
可
分
の
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
『
転
法
輪
妙
』

の
場
合
、
震
旦
将
来
に
つ
い
て
は
梁
祖
武
帝
に
ま

つ
わ
る
大
明
寺
説
を
採
り
、

開
元
寺
に
安
置
さ
れ
る
像
の
経
緯
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
の
で
、
当
然

な
が
ら
羅
什
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
『宝
物
集
』
は
、
鳩
摩
羅
淡

が
栴
檀
像
を
運
ん
だ
こ
と
を
記
し
な
が
ら
も
、
そ
の
子
羅
什
に
つ
い
て
は
記

さ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

四
　
羅
什
伝

羅
什
の
存
在
が
欠
落
し
て
い
る

『
宝
物
集
』
の
特
異
性
を
確
認
す
る
た
め

に
、
他
資
料
が
有
す
る
栴
檀
調
を
検
討
し
た
い
。

『
今
昔
物
語
集
』
巻
六
第
五
話
は
、
現
存
最
古
と
見
ら
れ
る
和
文
化
し
た

鳩
摩
羅
淡

・
羅
什
父
子
の
伝
記
で
あ
り
、
冒
頭
の
例
利
天
説
話
に
引
き
続
き
、

栴
檀
像
の
震
旦
将
来
諄
が
語
ら
れ
る
（９
×

未
だ
仏
法
の
伝
わ
ら
な
い
震
旦

の
衆
生
の
た
め
、
鳩
摩
羅
淡
は
栴
檀
像
を
盗
ん
で
震
旦
に
渡
そ
う
と
す
る
が
、

途
中
の
亀
姦
国
で
引
き
留
め
ら
れ
て
王
の
娘
と
結
婚
し
、
そ
の
死
後
に
鳩
摩

羅
什
が
生
ま
れ
た
。
成
長
し
た
羅
什
は
亡
父
の

「本
意
」
を
知
り
、
そ
の
遺

志
を
継
い
で
栴
檀
像
を
震
旦
に
渡
そ
う
と
す
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
と
ほ
ぼ

同
話
と
見
な
さ
れ
る

『
打
聞
集
』
第
八
話
で
は
、
そ
の
後
、
震
旦
に
渡
さ
れ

た
栴
檀
像
を
さ
ら
に
模
刻
し
た
像
が
日
本
に
将
来
さ
れ
た
こ
と
を
末
尾
に
記

し
、
清
涼
寺
釈
迦
如
来
像
の
由
来

へ
と
話
を
繋
げ
て
い
る
。

…
イ

ハ
ユ
ル
羅
什
三
蔵
也
。
如
レ
法
唐

二
此
仏

ヲ
渡
付
給
テ
、
オ
ホ
ク

ノ
衆
生
ヲ
利
益
シ
、
法
花
経
ヲ
渡
。

コ
レ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
多
ノ
経
論
ヲ

カ
キ
イ
ダ
シ
、
此
ノ
国

マ
デ
仏
法
ノ
伝
ル
事
モ
、
夕
ヾ
此
三
蔵
ノ
ト
ク

ナ
リ
。
サ
テ
、
此
仏
ヲ
バ
、
唐

二
渡
タ
テ
マ
ツ
レ
ル
ヲ
、
又
ウ
ツ
シ
造

タ
テ
マ
ツ
リ
テ
、
此
国

二
渡
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
ナ
リ
。
清
岸
寺

ニ
イ

マ
ニ

ヲ
ハ
ス
ル
仏
也
（ｌｏ
Υ



し
か
し
、
家
「
昔
物
語
集
』
で
は
、
日
本

へ
栴
檀
像
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と

ま
で
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「鳩
摩
羅
焔
奉
盗
仏
伝
震
旦
語
」
と
い
う
題
が

示
す
よ
う
に
、
本
話
の
主
題
は
、
鳩
摩
羅
談

・
羅
什
父
子
に
よ

っ
て
栴
檀
像

が
震
旦

へ
と
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
あ

っ
た
（１ｌ
Υ

次
に
、
『
宝
物
集
』
清
涼
寺
釈
迦
栴
檀
像
諄
と
も
関
わ
り
の
深
い
和
漢
朗

詠
集
注
釈
書

（以
下
、
朗
詠
注
）
を
検
討
し
た
い
（１２
Υ

『
宝
物
集
』
以
前
の
成
立
で
あ
る

『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』
・
『
和
漢
朗
詠
註

抄
』
は
、
大
江
匡
衡
に
よ

っ
て
栴
檀
像
調
を
題
材
に
詩
句
が
作
ら
れ
た
当
時

の
話
と
、
天
竺
で
優
頒
王
が
造
像
し
た
説
話
を
載
せ
て
い
る
が
、
震
旦
将
来

請
に
つ
い
て
は
記
さ
な
い
。　
一
方
、
『
和
漢
朗
詠
集
永
済
注
』
に
な
る
と
天

竺
か
ら
本
朝
ま
で
の
将
来
の
経
緯
が
叙
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
天
竺
で
の

造
像
説
話
が
語
ら
れ
た
後
、
『
永
済
注
』
は
、
法
師

で
あ
る
鳩
摩
羅
淡
が
、

栴
檀
像
を
背
負

っ
て
震
旦

へ
と
赴
く
途
上
で
、
亀
弦
国
の
自
純
王
の

「妹
」

と
結
婚
し
て
鳩
摩
羅
什
が
生
ま
れ
た
こ
と
、
荷
堅
が
将
軍
呂
光
を
遣
わ
し
、

鳩
摩
羅
什
な
ら
び
に
瑞
像
を
奪
取
し
た
こ
と
を
記
す
。

…
其
後
、
秦
王
符
堅
ト
イ
フ
人
、
大
将
軍
呂
光

ヲ
シ
テ
、
将
兵
十
万
ヲ

モ
テ
亀
姦
ヲ
ウ
チ
、
什
公
ナ
ラ
ヒ
ニ
瑞
像
フ
ト
ル
。
凡
、
此
像
、
亀
薮

ニ
ア
ル
コ
ト
六
十
余
歳
、
西
京
呂
光
力
処

ニ
イ
マ
ス
コ
ト
十
四
年
、
長

安
挑
興

ニ
イ
マ
ス
コ
ト
十
七
年
、
後

二
江
南
ウ
ツ
サ
レ
タ
マ
フ
。
凡
、

四
朝

ニ
ア
ル
ア
ヒ
タ

一
百
七
十
三
年
ヲ
ヘ
タ
リ
。
什
公
、
長
安

ニ
キ
タ

ル
コ
ト
、
生
年
七
十
六
歳
也

〈己
劃
瑞
例
詞

二‐
釧

へ‐
列
州
〉
。

此
像
、

ツ
ヒ
ニ
漢
土
ノ
宝
物
ト
シ
テ
、
倉
然
法
橋
、
入
唐
ノ
ト
キ
奉

拝
之
。
即
、
其
像
ヲ
ウ
ツ
シ
ツ
ク
リ
テ
、
此
朝

ニ
ワ
タ
ス
。
今
ノ
嵯
峨

ノ
尺
迦
、
是
也
（１３
Υ

二
重
傍
線
を
施
し
た
部
分
は
割
注
で
あ
る
が
、
『永
済
注
』
は

『
瑞
像
歴

記
』
を
参
照
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
採
用
さ
れ
て
い
る
の
は

「
開
元

寺
」
の
説
で
あ
り
、
鳩
摩
羅
什
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。

国
会
図
書
館
蔵

『
和
漢
朗
詠
集
注
』
は
、
宮
田
寿
栄
氏
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
「弗
舎
蜜
多
」
や

「蒙
遜
王
」
と
い
う
誤

っ
た
名
が
見
え
る
こ
と
、
ま

た
、
倉
然
が
夢
告
に
よ

っ
て
新
し
く
造

っ
た
像
と
栴
檀
像
を
取
り
替
え
て
日

本
に
持
ち
帰
る
と
す
る
こ
と
な
ど
、
『
宝
物
集
』
と
共
通
す
る
点
が
多
い
資

料
で
あ
る
。

…
如
来
御
入
滅

ノ
後
チ
、
弗
沙
蜜
多
卜
云
悪
王
世

二
出
テ
、
滅
二
仏
法

僧

一時
、
栴
檀
ノ
仏
ヲ
、
奉
ラ
シ
失

一ト
テ
、
鳩
摩
羅
炎
三
蔵
卜
云
人
、

奉
レ
負
二
木
像
尺
迦
「
唐
土

へ
越
ト
シ
給
シ
ニ
、
其
ノ
道

二
、
亀
弦
国
ト

云
所
ノ
蒙
遜
王
、
奉
留
≡

一蔵
ヽ
不
叶

・間
、
奉
天
Ｆ
姫
宮
つ
（大
唐

ノ

僧
詳
ノ
法
花
伝

ニ
ハ
、
王
三
昧
卜
云

ヘ
リ
。
此
義
吉
欺
）
。
御
子
鳩
摩

羅
什
三
蔵

ヲ
儲
ケ
給
。

羅
什
三
蔵
、
又
、
此
仏
ヲ
父
モ
唐
土

へ
志
シ
給
シ
カ
ハ
ト
テ
、
唐

ヘ

度
奉
ル
。
唐
土

ニ
ハ
、
秦
王
ノ
崇
之
「
又
、
聖
ノ
種
ヲ
ツ
カ
ン
ト
テ
、

秦
大
王
亦
、
奉
穴
Ｆ
姫
宮
「
サ
テ
コ
ソ
、
生
、
肇
、
叡
ノ
四
人
ノ
御
子

ヲ
儲
ケ
給

ヘ
リ
。
（此
事
、
謬
ノ
説
力
。
唐
ノ
法
花
伝

二
有
之
じ

其
後
、
日
本

一
条
ノ
院
ノ
御
宇
、
永
延
年
中

二
、
東
大
寺
ノ
倉
然
聖

人
入
唐
求
法

ノ
時
キ
、
依
夢
相
告
ヽ
新
造

ノ
仏

二
奉
二
盗
替
ヽ
奉
二
安

置
「
今
ノ
嵯
峨
ノ
尺
迦
如
来
也
（１４
Ｙ

‥
・

こ
の
国
会
図
書
館
蔵
本
は
、
『宝
物
集
』
が
最
初
日
に
し
た
資
料
の
存
在



を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
『
宝
物
集
』
と
異
な
る
の
は
、
や
は
り
羅
什

の
存
在
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
国
会
図
書
館
蔵
本
は
、
羅
什
が

「
秦
王
」
の
姫
君
と
の
間
に
四
人
の
子
を
儲
け
た
と
い
う
異
伝
を
載
せ
る
。

以
上
、
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
栴
檀
像
震
旦
将
来
謂
を
有
す
る
資
料
に

は
、
羅
什

の
存
在
が
不
可
欠
な
要
素
と
し

て
扱
わ
れ
る
の
が
通
例

で
あ

る
（１５
）０
そ
れ
に
対
し
て
、
『宝
物
集
』
に
羅
什

の
存
在
が
欠
落
し
て
い
る

こ
と
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
中
世
に
お
い
て
鳩
摩
羅
淡

・
羅
什
父
子
の
説
話
は
多
く
の
資

料
に
収
載
さ
れ
た
が
、
栴
檀
像
諄
の
他
に
あ
ら
わ
れ
る
主
題
と
し
て
、
父
子

が
婚
姻
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の

一
つ

『
沙
石
集
』
は
、
「上
人
子

持
事
」
に
つ
い
て
語
る
中
で
、
そ
の
先
樅
と
し
て
鳩
摩
羅
淡
お
よ
び
羅
什
が

子
を
な
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
『
沙
石
集
』
は
作
者
無
住
自
身
が
何
度

も
校
訂
を
加
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
多
く
の
伝
本
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
伝

本
の

一
部
に
は
、
栴
檀
像
諄
も
併
せ
て
記
す
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
そ
の

一

つ
、
阿
岸
文
庫
本
な
ど
は
、
「仏
舎
密
多
羅
」
や
亀
薮
国
の

「蒙
遜
王
」
な

ど
、
『宝
物
集
』
と
共
通
す
る
名
前
が
見
ら
れ
る
伝
本
で
あ
る
。
『
沙
石
集
』

に
お
い
て
は
、
鳩
摩
羅
淡
と
羅
什
伝
に
付
随
し
て
栴
檀
像
護
が
語
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
、
当
然
な
が
ら
羅
什
の
存
在
は
不
可
欠
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

『
沙
石
集
』
で
は
、
羅
什
が
生

。
肇

。
融

・
叡
の
四
人
の
子
を
持

っ
た
と

す
る
。
こ
れ
は
先
の
国
会
図
書
館
本
朗
詠
注
に
も
見
ら
れ
る
伝
で
あ
る
が
、

唐
の
僧
詳

『
法
花
伝
記
』
を
参
照
せ
よ
と
す
る
よ
う
に
、
実
際
は
実
子
で
は

な
い
こ
と
は

『
沙
石
集
』
に
も

一
説
と
し
て
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
『
沙
石
集
』
は
、
聖
の
破
戒
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
の
書
喩

と
し
て
鳩
摩
羅
淡

・
羅
什
父
子
の
伝
説
を
利
用
し
た
の
で
あ

っ
た
。

そ
れ
で
は
、
『
宝
物
集
』
が
羅
什
の
名
前
を
載
せ
な
い
の
は
、
ど
の
よ
う

な
理
由
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。　
一
つ
に
は
、
『
宝
物
集
』
の
栴
檀
像
諄
が

運
ん
だ
人
物
よ
り
も
栴
檀
像
そ
の
も
の
の
動
き
を
重
視
し
、
本
来
は
羅
什
伝

に
付
随
し
て
い
た
栴
檀
像
の
話
を
栴
檀
像
を
主
体
と
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、

羅
什
の
存
在
が
消
え
て
し
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

そ
う
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
『宝
物
集
』
が
典
拠
と
し
た
栴
檀
像
諄
の
資
料

に
、
羅
什
に
関
す
る
記
述
が
な
か

っ
た
と
い
う
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。

と
い
う
の
は
、
『
宝
物
集
』
に
は
、
「
十
二
門
開
示
」
の
中
の
第
二

「
持
戒
」

で
、
鳩
摩
羅
淡

・
羅
什
父
子
の
話
が
例
証
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

Ｚり
。

一
角
仙
人
は
玉
女
容
に
ち
か
づ
き
て
験
を
う
し
な
ひ
、
四
目
居
士
は

臣
子
の
命
に
し
た
が
ひ
て
行
を
お
こ
た
る
。
鳩
摩
羅
衛
は
、
亀
弦
国
の

玉
女
に
縁
を
む
す
び
、
羅
什
三
蔵
は
四
人
の
君
を
ま
う
け
き
。
大
樹
仙

人
は
女
を
み
て
定
を
い
で
、
か
さ
ん
比
丘
は
、
優
婆
幅
多
に
は
か
ら
れ

て
、
橋
Ｆ
迦
梵
志
が
不
還
果
を
証
せ
し
、
女
人
を
す

つ
る
事
な
し
。
初

果
聖
者
の
法
を
信
ぜ
し
、
昼
夜
に
八
十
度
姪
を
お
こ
な
ひ
き
。

…
鳩
摩
羅
衛
は
天
竺
の
大
臣
な
り
。
仏
法
を
お
も
く
し
て
、
天
竺
を

す
て
て
亀
弦
国
へ
う
つ
り
給
ひ
し
ほ
ど
に
、
遠
遜
王
の
御
妹
に
お
し
あ

は
せ
ら
れ
て
、
羅
什
三
蔵
を
ま
う
け
給
ふ
事
也
。
羅
什
三
蔵
は
た
ゞ
人

に
あ
ら
ず
、　
一
日
に
八
十
丁
の
正
教
を
お
ぼ
ゆ
。
法
華
経
翻
訳
す
る
人

引

「

引

側

日

川

Ｊ

剣

四
‐

囚

劉

引

劃

馴

劇

Ｊ

到

劃

冽

を
つ
く
る
事
な
り
。
　
　
　
（第
二
種
七
巻
本

『宝
物
集
』
巻
五
）
（１６
）



『宝
物
集
』
は
例
証
と
し
て
項
目
を
列
挙
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に

つ
い
て
詳
し
く
注
釈
す
る
。
こ
こ
で
は
、
仏
法
を
重
ん
じ
て
亀
薮
国

へ
移

っ

た
鳩
摩
羅
淡
が

「還
遜
王
」
の
妹
と
結
婚
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
子
羅
什
も
ま
た
、

法
華
経
を
翻
訳
し
た
程
の
人
物
で
あ
り
な
が
ら
四
人
の
子
を
儲
け
た
と
す
る
。

破
戒
の
行
為
を
し
て
も
な
お
聖
の
性
質
を
保

つ
こ
と
を
述
べ
る

『
沙
石
集
』

と
比
べ
れ
ば
、
『
宝
物
集
』
の
羅
什
父
子
に
対
す
る
視
線
は
容
赦
が
な
く
、

二
人
の
例
は

「聖
」
で
す
ら
女
犯
を
免
れ
な
か

っ
た
証
と
し
て
述
べ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

「
蒙
遜
王
」
の
名
が
栴
檀
像
調
に
見
ら
れ
る
誤
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
こ
の
箇
所
の

『
宝
物
集
』
の
典
拠
と
な

っ
た
話
は
栴
檀
像
諄
を
伴

っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
前
に
見
た

『
宝
物
集
』
の
栴
檀
像
諄

に
は
羅
什
の
存
在
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
そ
の
依
拠
資
料
に
は
羅
什
の
名
が

あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
。
『
宝
物
集
』
は
、
栴
檀
像
諄
か
ら
鳩
摩
羅
什
の
話

を
切
り
離
し
、
「
持
戒
」
の
例
証
話
と
し
て
置
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

平
安
末
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
は
、
釈
迦
信
仰
が
大
き
く
見
直
さ
れ
た
時

期
で
あ

っ
た
。
そ
の
中
で
も
清
涼
寺
釈
迦
像
は
、
特
に
生
前
の
釈
迦
の
影
像

で
あ
る
と
し
て
格
別
の
崇
敬
を
集
め
た
。
こ
の
流
れ
は
、
清
涼
寺
釈
迦
像
の

由
来
を
改
め
て
辿
り
、
そ
の
縁
起
に
よ

っ
て
さ
ら
に
像
の
尊
性
を
称
揚
し
よ

う
と
す
る
営
み
に
つ
な
が

っ
た
。
釈
迦
像
と
同
時
に
将
来
さ
れ
た

『
瑞
像
歴

記
』
は
、
縁
起
の
源
泉
と
さ
れ
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
が
、
『
転
法
輪

妙
』
所
収
の
澄
憲
作
表
白
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
縁
起
記
事
の
選
択
に

は
未
だ
揺
れ
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
宝
物
集
』
は
、
異
説
を
記
し

た
文
献
の
存
在
を
認
め

つ
つ
も
、
天
竺
か
ら
本
朝
ま
で
三
国
に
わ
た

っ
て
ひ

と
す
じ
に
つ
な
が
る
縁
起
調
を
持
ち
得
た
。
清
凍
寺
の
釈
迦
像
が
栴
檀
像
そ

の
も
の
で
あ
る
と
す
る

『
宝
物
集
』
の
言
説
は
、
後
世
の
清
涼
寺
の
縁
起
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

注
１

『塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
七
巻
、
浄
土
宗
史

・
美
術
篇

（大
東
出
版
社
、

一
九
七
五
年
）、
京
都
国
立
博
物
館
編

『釈
迦
信
仰
と
清
涼
寺
』
（特
別
展
目

録
、　
一
九
八

一
年
）
な
ど
参
照
。
現
在
は
美
術
史
の
方
面
か
ら
も
多
く
の
研

究
が
あ
る
。

２
　
宮
田
寿
栄

「説
話
の
流
伝
―
清
涼
寺
釈
迦
像
縁
起
諄
を
め
ぐ
っ
て
―
」

翁
仏
教
文
学
』

一
〇
、　
一
九
八
六
年
二
月
）、
中
島
秀
典

「『宝
物
集
』
に
お

け
る
嵯
峨
清
涼
寺
釈
迦
像
縁
起
謂
の
考
察
―
そ
の
本
仏
説
を
め
ぐ
っ
て
―
」

「
緑
岡
詞
林
』

一
〇
、　
一
九
八
六
年
四
月
）。

３
　
引
用
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系

（岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
底
本
は
第
二
種

七
巻
本
系
吉
川
泰
雄
氏
蔵
本
。

４

『宝
物
集
』
の
注
釈
方
法
に
つ
い
て
は
、
大
島
薫

「宝
物
集
の
生
成
―
享

受
を
め
ぐ
る
改
変
の
様
相
」
「
中
世
文
学
』
四
〇
、　
一
九
九
五
年
六
月
）
に

詳
し
い
。

５
　
注
２
前
掲
論
文
。

６
　
平
林
盛
得

「
〈資
料
紹
介
〉
優
頒
王
所
造
栴
檀
釈
迦
瑞
像
歴
記
―
附
　
西

郊
清
涼
寺
瑞
像
流
記
―
」
「
書
陵
部
紀
要
』
二
五
、　
一
九
七
四
年
二
月
）
参

照
。
底
本
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
旧
九
条
家
本
、
鎌
倉
期
写
。
『瑞
像
歴
記
』

は
、
①
後
周
顕
徳
五
年

（九
五
八
）
金
陵
長
先
寺
徒
南
述

「栴
檀
釈
迦
文
像

略
讃
」
と
、
②
後
唐
長
興
三
年

（九
三
二
）
江
都
開
元
寺
十
明
述

「優
填
王

所
造
栴
檀
釈
迦
瑞
像
歴
記
」
の
二
部
か
ら
成
る
。

７
　
注
２
前
掲
論
文
。
こ
の
説
話
は
、
コ
一宝
感
応
要
略
録
』
巻
上

「第
四
梁



祖
武
帝
請
釈
迦
瑞
像
感
応
」
、
『
法
苑
珠
林
』
巻
十
四
に
ほ
ぼ
同
内
容
が
見
え

Ｚ
り
。

８
　
『安
居
院
唱
導
集
』
上
巻
、
角
川
書
店
、　
一
九
七
二
年
。

９
　
鳩
摩
羅
淡

・
羅
什
伝
に
関
し
て
は
、
本
田
義
憲

「和
文
ク
マ
ー
ラ
ヤ
ー

ナ
・
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー
ヴ
ァ
物
語
の
研
究
」
（奈
良
女
子
大
学
文
学
会

『研
究

年
報
』
Ⅵ
、　
一
九
六
二
年
三
月
）
に
夙
に
詳
し
い
。
ま
た
、
稲
本
泰
生

「優

填
王
像
東
伝
考
―
中
国
初
頭
期
を
中
心
に
―
」
翁
東
方
学
報
』
六
九
、　
一
九

九
七
年
二
月
）
は
、
彫
刻
史
の
方
面
か
ら
、
中
国
へ
の
栴
檀
像
将
来
に
つ
い

て
豊
富
な
資
料
を
も
と
に
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。

１０
　
引
用
は
東
辻
保
和

『打
聞
集
の
研
究
と
総
索
引
』
（清
文
堂
出
版
、　
一
九

八

一
年
）
に
よ
る
。

１１
　
荒
木
浩

「聖
徳
太
子
伝
か
ら
国
史
へ
―
今
昔
物
語
集
本
朝
部
の
構
想
を
め

ぐ
っ
て
」
∩
説
話
論
集
』
第
七
集
、
清
文
堂
、　
一
九
九
七
年
）
参
照
。

‐２
　
朗
詠
注
と
清
涼
寺
栴
檀
像
諄
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「朗
詠
注

と
太
子
伝
に
お
け
る

「仏
法
最
初
の
釈
迦
像
」
諄
」
∩
待
兼
山
論
叢
　
文
学

篇
』
三
七
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）
に
お
い
て
考
察
し
た
。

‐３
　
伊
藤
正
義

・
黒
田
彰
編

『和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
第
二
巻
、
大
学
堂

書
店
、　
一
九
八
九
年
。

‐４
　
伊
藤
正
義

・
黒
田
彰

・
三
木
雅
博
編

『和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
第

一

巻
、
大
学
堂
書
店
、　
一
九
九
七
年
。

‐５
　
鳩
摩
羅
什
の
伝
記
に
お
い
て
梅
檀
像
諄
が
結
び
つ
く
例
は
、
室
町
時
代
に

成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る

『羅
什
絵
伝
』
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
『羅
什
絵

伝
』
は
、
父
鳩
摩
羅
淡
が
天
竺
か
ら
栴
檀
像
を
運
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、

鳩
摩
羅
淡
が
仏
像
を
背
負
っ
て
い
る
場
面
が
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
。

‐６
　
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
も
ほ
ぼ
同
文
。―

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―


